
リニアのまちづくり
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平成３０年１１月１６日

岐阜県中津川市

苗木城跡

栗きんとん

恵那山と市街地

中山道 馬籠宿

地歌舞伎

付知峡

恵那文楽五平餅

ヒノキ

資料３



１．中津川市のご紹介
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高山市

下呂市
岐阜県

１）位置
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リニア
岐阜県駅 中津川駅

中部総合
車両基地

美乃坂本駅

28㎞

49㎞

■中津川市の位置 ■中津川市の地区割

中津川市



２）土地利用・都市交通
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リニア岐阜県駅 中心市街地

中津川
中核工業団地

中心市街地

中津川中核工業団地

リニア岐阜県駅



３）地域資源（自然・景勝地）
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■付知峡

■木曽川（ラフティング）

■恵那山

■夕森公園

■苗木城跡



３）地域資源（歴史・文化等）
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■地歌舞伎と「かしも明治座」などの芝居小屋 ■中山道馬籠宿

■中山道中津川宿での「六斎市」

■中津川 THE SOLAR BUDOKAN

■森林（もり）の市（木やり音頭）



２．市内のリニア中央新幹線等の概要
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中央自動車道
中津川駅

8

美乃坂本駅

約200m

リニア岐阜県駅

中央新幹線（東京都・名古屋市間）
環境影響評価準備書（岐阜県）【ＪＲ東海】
を編集・加筆

１）リニア岐阜県駅と中部総合車両基地の位置

5㎞

美乃坂本駅

中部総合車両基地

中津川IC

リニア岐阜県駅



２）リニア岐阜県駅の概要

平面図

出典：中央新幹線（東京都・名古屋市間）計画段階環境配慮書、中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書（岐阜県）【ＪＲ東海】

約20～30ｍ

約50ｍ
断面図
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品川方面

名古屋方面
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３）リニア岐阜県駅の現況土地利用



４）中部総合車両基地の概要

面積：約６５ｈａ

回送線

●坂本神社八幡宮

●西山配水池

●中津川市民病院

JR中央本線

：線路

：車両基地改変範囲：工場

：保守基地

：検査庫

：事務所・諸設備

中央新幹線品川・名古屋間事業説明会（中津川市）資料【ＪＲ東海】を編集・加筆

面積：約６５ｈａ
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３．中津川市リニアのまちづくりビジョン
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３大都市圏との直結
大幅な時間距離短縮
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地域活性化のチャンス
・交流人口の拡大 ・観光や産業の振興

１）リニアの効果について

広域交通拠点としての役割を果たす
・暮らしの利便性向上 ・移住・定住の促進



２）まちづくりビジョン策定の趣旨
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リニアの開業を活かして、持続的に発
展する中津川市をつくることが必要

「１県１駅」の方針のもと、リニアの
波及効果を全県はもとより、県境を
越えた周辺地域に行きわたらせること
が必要

リニア時代を見据えた官民一体となった
施策の推進を図るため、

リニアのまちづくりビジョンを策定
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■リニアを活かしたまちづくりに向けた市民アンケート調査結果（H24）で、リニアへの期待度を調査した
結果では、「大いに期待する」「期待する」との回答が多く、市民のリニアへの期待度は高いといえる。

市民への質問：リニア開業の影響として期待すること

■リニアを活かしたまちづくりに向けた企業アンケート調査結果（H24）でも、リニア開業による影響につ
いての質問に、「プラスの影響がある」と答えたところが多く、企業のリニアへの期待度も高いといえる。

企業への質問：リニア開業による影響について

（n=1115）

３）リニアに対する市民の反応
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中津川市リニアのまちづくり推進本部（H24.6設置）
構成員：市長、区長会・経済団体・観光団体・農協・森林組合・交通事業者の長

顧問：地元県議、市議会議長 オブザーバー：岐阜県

リニア事業の円滑な推進のため設置 岐阜県
リニア中央新幹線
活用戦略研究会

岐阜県内

各種団体との連携

観光・産業・基盤整備

中津川市リニアのまちづくりビジョン（H25.8策定）
リニアの波及効果を最大化するため、まちづくりの基本的な考え方や施策の
方向性を示し、官民一体で推進するため、各界各層の参画で策定

地域委員会

各地域
協議会

女性・若者
委員会

（市）庁内
推進本部

策定委員会
幹事会

リニアのまちづくりビジョン策定委員会
構成：学識者、住民の各代表・経済団体・観光団

体・農協・森林組合・交通事業者等
実務者協議

リニア中央新幹線駅設置自
治体連携協議会

木曽下伊那・中津川地域県
際交流協議会

中間駅設置自治体
との連携

長野県隣接自治体
との連携

岐阜県内自治体・各
種団体等との連携

連携

連携

連携

４）まちづくりビジョンの策定にあたって



５）まちづくりの理念と基本方針

■まちづくりの理念

リニアのホームタウン 水と緑の “なかつがわ”

～日本の真ん中、訪ねてよし・住んでよしのまちづくり～

■基本方針

方針1 ：開業後の波及効果を産業の活性化と市民の暮らしに活かします
方針2 ：リニア建設の経済効果を最大限取り込みます
方針3 ：開業に伴う影響への対応やシティーセールスを進めます
方針4 ：県内･周辺地域の一体的発展という広域的役割を果たします
方針5 ：市民や地域との協働による都市計画と基盤の整備を進めます
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４．これまでの取組み
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伊那地域方面

ＪＲ中津川駅を核とする中心市街地の
エリア

「都市拠点」

・多様な都市機能を集積
・広域交通拠点と連携し交流の活性
化、賑わいの創出を図る

「広域交通拠点」

・ストレスのない乗り換え機能の充
実（ＪＲ在来線、観光バス、路線
バス、タクシー、レンタカー等）

・商業機能等はコンパクトにし都市
拠点へ誘導

リニア駅周辺のエリア

「リニアを活かしたまちづくり」の実現イメージ

１）リニアを見据えた都市構造



２）ネットワークを強化する基盤づくり

（仮称）神坂PAスマートIC
H29着手

濃飛横断自動車道
(中津川工区)：県事業
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市道改良
H28着手

市道改良
H28着手

●中津川駅

リニア岐阜県駅

●馬籠宿

■リニア開業に向けた骨格道路網の整備区間

5㎞

中津川IC

木曽川

市道新設
（東濃東部都市間連絡道路）

H28着手



■リニア開業に向けた拠点整備箇所

３）リニアの波及効果を高める拠点整備
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●中津川駅

●馬籠宿

5㎞

中津川IC

木曽川

リニア岐阜県駅

リニア岐阜県駅周辺
土地区画整理事業

(仮)リニアの
見える丘公園

中津川市西部
テクノパーク
（工業団地）



３）リニアの波及効果を高める拠点整備
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出典：リニア岐阜県駅周辺整備概略設計【岐阜県リニア中央新幹線活用戦略研究会 基盤整備部会】

リニア岐阜県駅 駅前広場周辺に配置する機能
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リニア岐阜県駅周辺の整備イメージ



４）観光振興の取組み
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■苗木城跡、中山道における観光ボランティ
アの組織化、おもてなしの充実

■岐阜県・下呂市との広域連携による「かしも明治座」を中心とした観光地域づくり、各種体験
プログラムの開発
■「Tsumago-Magome Hike」を中心としたインバウンド誘客事業
■「昇龍道高速バスきっぷ」を活用した中津川～下呂間の誘客
■中部総合車両基地の観光拠点化の検討

■馬籠宿での日本文化体験
(地歌舞伎ミニ公演、琴の演奏など)

観光入込客数および域内消費額の増加に向けて



４）観光振興の取組み
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特産品のPR
■五平餅■栗きんとん ■ミネラルトマト

■半分青い ソフトクリーム ■中津川五銘酒（歌舞伎ver）



５．今後の取組み
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・観光消費を促進する体験・滞在
型の観光スタイルの提案

・全国的に知名度が十分でない本市
単独ではなく、県内外と一体と
なって個々の地域資源の魅力を増幅
させる広域観光の推進

・大都市圏における知名度のアップ

・滞在時間を延ばす、一体感のあ
る魅力づくりと個店の活性化

１）「訪ねてよしのまちづくり」の推進
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①新たな観光スタイルの提案・発信

③広域連携の促進

②中心市街地の賑わいの創出

野菜・くだもの収穫川遊び・キャンプ そば打ち体験

中心市街地の周遊イメージ

観光PR



・小型モビリティや自動運転技
術などを活用した効率的で低ス
トレスな移動手段の検討

１）「訪ねてよしのまちづくり」の推進
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④技術革新を見据えたリニアの
二次交通手段の導入検討 路線バス

リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅

中津川市内の二次交通
（路線バス等）の現況

自動運転技術の活用検討



２）「住んでよしのまちづくり」を推進
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①モノづくりの活性化と新たな産業立地の促進
・名古屋都市圏の後背地としての優位性を活
かしたモノづくりを中心とした産業の確立

②将来の産業や生活を支える人材の育成・確保
・首都圏やリニア沿線地域の大学・研究機
関との域学連携の推進、首都圏の大学の
サテライトキャンパスなどの高度な教育
機関の誘致

・災害からの安全性や市内光ファイバーを活
かした、研究開発、サービス医療の企業集
積、企業・行政機関などのバックアップ機
能の誘致

・人材を求める企業とのマッチング

・愛着心の醸成のためのふるさと教育の充
実と、子育て環境、教育環境の総合的な
レベルアップ

新たな工業団地のイメージ
（西部テクノパーク）



２）「住んでよしのまちづくり」を推進
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③大都市圏などからの移住・定住環境の確保

・市民生活や事業活動を効率的に支えるス
マートシティの検討

・現在実施している、環境センターのゴミ焼
却熱による発電など、環境負荷の軽減に寄
与する取り組みの拡張

④豊かな自然を後世に残すための環境にやさしい都市の検討

・UIターン向け住宅、田舎暮らしなどの居住
ニーズの掘起しとマッチング・名古屋都市
圏への通勤者向けの住宅立地の促進・自動
運転技術等の導入による、市民の移動の足
の確保



ご清聴ありがとうございました。
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